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　皆 さん,こ んにちは。久 しぶ りに亜細亜大学
の何 人かの先生方 とお会い して,大 変懐か し く
感 じてい ます。名誉会員 と名誉 なんてつけない
で,1万円 くらい払 いますか ら,普 通の会員 にし
ていただける と嬉 しい なと思います。ついでに
会費 も免 除に していただ くといっそ う嬉 しいな
とい ろいろな ことが思 い浮 かばれます。今 日は,
かつ て亜細亜大学 の持 っていた大 きな志 を背景
として,過 去 の経歴 も思 い出 もあ ります ので,
少 し幅 の広いお話 をさせていただきたい と思い
ます。
　 まず きわめ て基本的 なこ とか ら申 し上げ ます
と,人 とい う動物 は集団的 な存在であ りますの
で,常 に同質 としての認識 と異質 としての認識
を持 ってい ます。だか ら文化が共通性 を持 って
い ると何 とな く同質,仲 間 といった感 じがす る。
ネー ションも同 じ国民であるという意識を持つ。
たとえばアメ リカ合 衆国の ように,エ スニ ック
には,つ ま り人種 としてはた くさんの ものが入
り混 じってい るにもかかわ らず,あ る一定 の戦
争や危機 にぶつか ると,共 通の ネー ションとし
ての意識が社会 に共存するようになる。
　"America　Comes　of　Age"という1930年代 に
出た本があ ります。それは移民の国アメ リカ合
衆国が どの ようなかたちで一つのネーシ ョンと
して成長 して きたか を語 ったものです。 日本の
ように同種 もあ りますが,ア メ リカやカナダあ
るい は南米諸 国の ように異種,混 在 した人種 で
あ るにもかかわ らず,同 質 としての認識があれ
ば,一 つのネー シ ョンと考 えられる。 同様 に言
葉 もそ うで して,共 通 の言葉がで きるこ とはネ
ー シ ョンとしての意識 の致命的な中枢部分 に当
た ります。言葉が一つであ ることをネー シ ョン
あるいは国民 の大事 な要件 としている,ス ター
リンあるいはジ ョン ・スチュワー ト ・ミルの文
章 もあ ります。
　 そ こか ら一歩広 げて,わ れわれ は今 日しば し
ばアジア人 といい ます。19世紀半ばか ら今 日ま
での歴史 を顧み ます と,ア ジア とい うのは ヨー
ロ ッパ人 に支配 されている人たちと考 えて,何
とな くトル コか ら日本 までをアジアと呼びます。
そ の中 にタイや 日本 とい う独 立国があ って も,
19世紀 に入 ってか ら大部分が植民地であるアジ
アの一部分 に地理 的 に存在 しているが ゆえに,
アジア人 と呼ばれ ます。 日本人はアジア人です
し,タ イ人 もアジア人 です。そ うした考 え方か
ら,ア ジア とい うのは地理的 に存在 して いるだ
けで な く,実 体 として トル コか ら日本 までの問
を呼ぶわけです。
　 シリアあた りに行 きます と,西 ヨー ロッパ 人
とほぼ同 じ顔つ きを し,女 性 にいたって はヨー
ロッパの女性 よりはるか に美 しく,私 などは シ
リア を去 る ことをはなはだ心残 りとした経験 も
あ ります。 このよ うに顔つ きその他,ア ジアの
中に ヨーロ ッパ 的な ものが存在 してい るにもか
かわ らず,な おアジア人 と呼び ます。
　皆様 方の身辺の こ とでいえば,わ れわれは中
国 と交流 して,ウ ルムチな どに行 きます。新彊
はウイグル人が大部分で,ウ イグル人は トルコ
系 ですので,そ の顔つ きは ヨーロ ッパ 人そっ く
りです。 いわゆるアジア人,鼻 ペチ ャで 目が細
く頬骨 が出っ張 ってい るわれわれの ような変て
こな顔 とは違 う。それがウイグル人ですが,し
か しアジア としての認識は存在 します。
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　 より具体的 にいえば,19世紀 において ヨー ロ
ッパ列 強の支配下 にあった,あ るい は植 民地化
した ところが アジア となって,植 民地 アジアあ
るいは アジアなる植民地 とい う表現で,ほ ぼオ
ーバー ラップ して考 え られ て きま した。い まな
おわれわれは漠然 と,19世紀のア ジアは植民地
支配が大部分 を占めていた といって不思議 に思
わない のです。そ うして形成 された言葉の上の
アジア とい う概念 が,地 理 的に もあるいは文化
的に も何 とな く一致 していて,今 日漠然 とアジ
ァ と呼 ばれ るものが,実 は 日常 的に使 われてい
るアジアです。
　 そのアジアは,は るか昔 においてはアラビァ
人の船乗 りたちとの海での交流 か らア ラビアの
文明,ア ラビアの文物が もた らされ,さ らに下
りましてイスラム教が東 はフィリピンまで伸 び
て きて,ア ラビア世界 の台頭が まさに世界 史の
重要 な一部分 をな した時代 もあ りま した。 同様
に,ペ ル シャの拝火教徒が制海権 を握 り,イ ン
ド洋,東 シナ海の水路 を制圧 し,こ れが一種 の
アジア文明 をかたちつ くる。 そ して中国の歴 史
の中に拝火教徒,ペ ル シャ人が実 に しば しば出
て くる。皆様が香港 にい らっ しゃる と,い まな
お拝火教徒の名前 を持 っている一族が た くさん
い ます。香港,南 太平洋あた りが拝火教徒の進
出の東の果てになっています。
　 余談ですが,そ の拝火教徒 の台頭 した地域 と
ほぼ重 なって,中 国系 の移民である華僑 の活動
が始 ま りました。 ピジンイ ングリッシュが ニュ
ーギニ ァや南太平洋 の中国人,イ ン ド人の共通
の 日常語 になっているこ とは,い まなお拝火教
徒 の台頭 していた時代 の名残 を示す もの とお考
えいただいていいか と思います。
　 さて,話 を少 し急 ぎます と,そ うした人類 の
歴史の中で近代が台頭 したのは,ア ジアにおい
ては18世紀です。海 を通 じた ヨーロッパ との交
易,特 にお茶,香 料 を商品 とする貿易が発達 し
ま した。それが特許会社であ るイギ リス東 イン
ド会社,オ ランダ東 イ ン ド会社,あ るいはデ ン
マーク東 イン ド会社 もあ りますが,そ ういう名
前で次 々 とアジアに発展 して,こ れが植民地 と
呼ばれた地域の歴史的な発展 を担 うわけです。
　 近代 という時代 はい くつか の ものの考え方 を
つ くってい きますが,そ の中で主 なもの を申 し
上 げます と,一 つ はナシ ョナ リズム,国 家 とし
ての結束力です。 またエ スニシズ ム,ユ ダヤ教
あるい はアラブの回教 といった宗教 によって結
束 し,そ れが常 に人種 的な共通性 と補い合 って
い ます。エスニ シズ ムが最 も固 く結束 したかた
ちで発達 したのがユ ダヤですが,そ れ以外 にも
イスラム,あ るいは フィリピン等 にお ける少 数
民族の 同一宗教 に よるエスニ ックな共通性 もい
まなお残 り,ア ジアの一隅にそれ らが存在 して
い ます。 日本の神道 も広 い意味で はエスニ シズ
ム と考 えて もいいか と思い ます。
　 それが生産手段 が有無相 通ず る ようになって
きます と,国 家 としての支配,権 力が必要 にな
って きて,権 力がネー シ ョンステー トをつ くっ
てい きます。 ネー シ ョンステー トは西 ヨーロッ
パ,北 アメ リカか ら成熟 してい きましたが,一
足 遅れてア ジアで も決 して なかったわけではあ
りませ ん。 む しろ 日本の ご ときは,江 戸時代か
ら農業 国 として強い結束力のあ るネー シ ョンス
テー トであ り,先 ほ ど申 し上げた言葉の同一 性
な ども存在 していま した。そ うい う国あるいは
地域 として近代 に突入す るわけです。
　 アジア諸国が西欧 ナシ ョナ リズム と衝 突 した
とき,武 器やその他 の技術 の劣等性のゆ えに欧
米 に敗北 し,多 くは植民地 というか たちを取 り
ました。そ して国民 国家 として本 国が燗熟 して
い く中で,植 民地 もその一環 として成長 してい
きます。 イ ンドが第一次世界大戦 でイギリス と
い う国民国家の燗熟 に一部の役割 を果 た し,生
産的に も第一次世界 大戦 におけるイギ リスを援
助 した ことはいい例か と思います。
　 こうしてアジアに も近代が浸透 し,近 代 国家
が誕生 して きま した。 日本が典型 的です し,そ
の後 タイも中国 も近代 国家 を 目指 して必死 にな
って努力 します。 アジアにおいて はナ シ ョナ リ
ズムがいろいろ複雑 なか たちで,ヨ ー ロッパ と
似 なが らも違 うかたちで発達 して きたわけです。
　 近代が発 達 して くる中で最 も重要 な役割 を果
た したのは軍事力 です。 軍事力 の背景 には生産
力 があ ります。常 にこの二つを結 びつ けて考 え
な けれ ば,近 代 史の正確 な理解 はで きませ ん。
古 く申 します な らば,秦 の始皇帝が 中国本土 を
統一 した主 たる要件 は鉄の武器 で した し,モ ン
ゴルが中央 アジアか ら西 はウクライナ,東 は朝
鮮 と版 図 を広 げたの も,馬 とい う有利 な軍事手
段 を持っていたか らです。
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　 こ うした軍事力 と生産力 あるいは生産技術 と
の密接 な関係 を最 もよ く示すの は,ヨ ー ロッパ
製の武器あ るいは船,馬 で新大 陸を征服 したス
ペ イ ン,ポ ル トガル,イ ギ リス,フ ランス とい
った国 々です。 そ こに急速 な近代の展 開 と激 し
い戦い,近 代 の強 さをめ ぐる戦 いが繰 り広 げ ら
れたわけです。第 一次世界大戦 も第二次世界大
戦 もこの ような歴 史の流れ の中で理解 す る と,
私 たちの世界 にお ける物的 な交流,交 易が どの
ようなかたちであ るべ きか とい う問題が 自ずか
ら提起 されることにな ります。
　 この学会 はそ ういった新 しい世界 の経営,そ
れは軍事力 と関係 はあ るけれ ども軍事力だけで
な く,生 産力 と密 接 に結 びついた ものです が,
それ を どの ようなかたちで新 しい時代 の世界 の
秩序 と してい くか。最 近は しき りにグローバ ル
化,グ ローバ ル化 といわれ,そ れ も一つ の流れ
ですが,そ の中で負 けず に,プ ラスの関係 で人
間の クラス ター,グ ループを秩 序づ けてい くこ
とについての研究が必要だろ うと思います。
　 歴 史は非常 に変化 します。われわれは今 日海
軍を持 っていますが,実 は海軍は17世紀 までは
独立 した もので はあ りませ んで した。東 イン ド
会社の船 は甲板 に小 さな大砲 を20門も30門も置
いて武装 してい ま した。武装商船が特許会社 の
交易 の大事 な担い手であった ことは忘れ ること
はで きないと思います。
　 次第 に政府 の手で統 治あるいは国家間の戦 い
とい う現象 を乗 り越 えていか なければな らな く
なった ときに,商 事会社あ るい は交易会社 だけ
で は足 らない。戦 闘を主た る 目的 とす る強力 な
戦 闘力 を持 つ,荷 物 を運ぶ搬送力 は弱 くて も,
海戦 に勝 てばよろ しい とい うことか ら独立 した
海軍が編成 され るようになるわけです。
　 18世紀 くらいまで海軍 と東 イ ン ド会社 の船は
全 く 区 別 が あ り ま せ ん し,ま た 私 掠 船
(privateer)が活躍 しました。 これは海賊 と貿易
会社 を混ぜ こぜ に した ような ものですが,ち ょ
うど国民国家がで きるときです ので,国 民国家
の戦 いが行われ るときには私掠船が どち らかの
海軍 になるとい うかたちで,海 軍 と貿易 とが結
びついていたわけです。「風 と共 に去 りぬ」の中
に南部の大陸封鎖 を破 って物資 を密 輸する私掠
船の姿が描かれてい ますが,こ れが19世紀初頭
まで ご く当然 な海 にお ける武力の姿 であ りま し
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た。
　 ですか ら交易会社の船 は人材 を吸収す るため
に,港 に入 って若者 をつか まえて,船 に乗 り込
ませ て強制的 に水 兵 に仕 立てる とい うこ とが行
われ ま した。軍事 力 と生産力 はこのようなかた
ちで結 びついて くる。 これは何 も西 ヨーロッパ,
北 アメリカだけの話 ではあ りませんで,日 本 に
おいて も倭冠 な どは人材 をあち らこちらの港 々
で調達 していった,奴 隷 のように引 きさらって
いった ということがあ りま しょう。
　 有名な杜甫の詩で,「石壕吏」 をレジュメに書
いてお きました。船で旅 を していて石壕の村 に
宿 った。夜役人が来て人 を捕 らえてい く。お じ
いさんが垣根 を越 えて走って逃 げる。おばあ さ
んが 門を出てそれ を見ている。役人 は大声 で怒
鳴 る し,お ばあ さんは激 しい悲 しみで泣 いてい
る。何 と悲 しい ことであるか。その泣 きなが ら
の話 を聞 くと,三 男 は郷城,鄭 とい う町は北方
民族 と対 立 した地域 ですが,そ こに兵隊 として
引 っ張 られてい った。 長男か ら手紙が 来たが,
それ による と2番 目の男 の子 は戦死 をした。生
きている者 はなお生 き続け ようが,死 んだ者 は
急 に死 んで しまう。悲 しいこ とであ る。 これが
「石壕吏」 とい う著名な詩の前半です。
　 これ とやや似 た ようなこ とで,も う少 し柔 ら
かい表現 が万葉 の中 に出て くる防人の歌 です。
一つ例 を挙 げさせ ていただきます と,「防人に行
くは誰が背 と問ふ人を　見 るが羨(と も)し さ
物思 ひもせず」。「背の君」は夫,「羨 しさ」 は羨
ましさ,「物 思ひもせず」 はものをどう考えてい
いか もわか らない とい うことです。防人 に行 く
のは誰 の旦那 なの と聞 くとい うこ とは,そ の妻
は旦那 の防人行 きを免 れているのだか ら,そ れ
が羨 ましくて もの を考 えることさえもで きない。
作者不明 のこの歌 は,茨 城県あた りか ら九州へ
防人 として強制的 に連 れ去 られてい く人たちの
妻 の気持 ちを歌った ものと して,悲 しい思 いを
よく残 している歌だと思い ます。
　ず っと下 りますが,戦 時中八木沼丈夫 とい う
歌人がい ました。八木沼は,子 どもで あった私
の心 に強い思 いを残 した歌 を歌 ってい ます。そ
の一つに,「戦いは勝つべ きものぞ,身 をつ くし
国つ くしてぞ勝つべ きものぞ」 とい うまことに
悲 しい,し か し戦わねばな らない気持 ちを歌 っ
た歌が あ ります。 これは軍事力が単 に軍事力 と
して終 わらずに,生 産力 と結 びつ き,そ して人
力,人 間の頭数 と結びつ いたネー シ ョンの力が,
近代の台頭 のために必要であ った ことを示 して
いるわけです。
　 ア ジアは19世紀 の半 ば まで生 産力 にお いて
も,あ るい は人力,人 の頭数 において も,こ れ
は秩 序 ある訓練 された頭数 とい う意味 です が,
西 ヨーロ ッパ,ア メリカに追 いつ くことがで き
ず,常 に敗者 と して遅 れた道 をた どり続 け ま し
た。 中国が 巨大 な人口 と地域 を抱 えなが ら,し
か も大 帝国 としての組織力 を持 ちなが ら,生 産
力あるいは生産技術 の劣性 のゆえに欧米諸 国に
敗北 していった。そ うなってはな らない という
ことが,幕 末 の 日本人の問に強 く焼 きつ く。そ
れが 日本の明治のナ シ ョナ リズム,極 端 に激 し
いナシ ョナリズムです。
　 さて,わ れわれ 日本 はその極端 な激 しい ナシ
ョナ リズムが燃 えつ くして,第 二次世界大戦 の
敗北の中で生 き延 びてい くわけです。 これ以後,
われわれはもはや軍事力 を使 うことがで きない,
あるいは軍事力 を使 えるような国家 に成長す る
とい う国家 目標 が国民 の問で賛成 されない時代
に入 った。その ことを よく認識 します と,ア ジ
アにおいて今後 どの ようなかた ちで交易 あるい
は外交 といった,人 間 と人 間の 関係,あ るいは
国家 と国家 の関係 が運営 されて い くか とい う課
題が出て きます。 この学会 はそ のような課 題 に
取 り組んでいかれ ると思い ますが,私 もそれは
賛成です。
　 極端 な例 を申 し上 げます と,金 儲 けさえすれ
ばいい とい う略奪商業 はもはや成 り立ちません。
私掠船 も成 り立たない,海 軍 も成 り立 たない と
なれば,あ る秩序 とある制度,あ るいは共通の
認識 を国際社会でつ くりあげてい く中で,商 業,
工業 の生産力の勝利,あ るいは対抗力,抑 止力
とい った ものを維持 してい くことが今後 の課題
だろ うと思います。
　 独 立 した アジアの諸 国が,ASEANを は じめ
とす る国家を乗 り越 えたグローバ ルなものの考
え方 のうえに立 った共同活動 ということにな り
ます と,日 本がつ くりだす新 しい国家 としての
風格が必要 にな ります。特 に 日本 の商社 は単 に
金儲 けで はな く,金儲 けの背後 にある新 しい 日
本 国の風格 を求めてい くべ きだろうと思います。
　 時間が まい りましたので ここで結論 を出 させ
ていただ きます と,ま だ研 究 は成 り立 ってい ま
せ ん し,こ れか ら研究 しなけれ ばな らない と思
い ますが,互 恵互譲 とい う中国がつ くりだ した
言葉 は,相 互 にプラス となる とい う意味 を持 ち
ます。戦争が勝利者 に とって プラス,敗 者 にと
ってマイナスである とす るな らば,こ れか らの
国際的 な交流 はすべ て相互 に利益 を譲 り合 う,
プラス とプラス,相 手 国 とともにプラス になっ
て利益 を得 る とい う構 造 をつ くりあ げてい く。
それ をよしとする国際的な倫理 を普及 してい く
ところに研究の重点があるだろうと思い ます。
　 その意味で 「葉 隠」 の武士道で はな く,新 渡
戸先 生が説 明 された武士道,あ るいは渋沢栄一
は しき りに儒学 を高 く評価 しま したが,そ の渋
沢が考えていた儒 学が,将 来 の国際経営戦略 の
軸 になるのではないか とい う仮説 を持 ってい ま
す。
　 ですか ら,経 営学部あるいは経済学部 は商売
の勉 強 をするので はな く,そ れ より一歩進 んだ
互恵互譲,あ るい は新 しい武士道 や新 しい儒 学
をつ くりあげてい く。そ してそれ をこの社会 に
実現す るには どうすれ ばいいか を考 える。今 日
いろいろな論 文が出てい るグローバ リゼー シ ョ
ンの考え方 も,一 つの互恵互譲であ りま しょう。
また政治的 に互恵互譲であ ることが,生 産面で
の重要 なポイン トになる とい うこと も考 え られ
ましょう。そ この倫理 的な規範 をつ くりあげて
い くことは,わ れわれの世代 よ りも次の世代が
いいで しょう。次 の世代の倫理的 な宿題 として
考えるべ きだと思います。
　 商売で儲 ければいいか ら経営学部 に入 るので
はない。互 恵互譲 の国際経営 を実現 す るには,
どうした らいいか を研究す るのが経営学部です。
経営戦略はそ うい う内容 を持つ ものなのだ と考
えていただければ,私 は大変嬉 しい と思 うので
あ ります。
　 ア ジ ア の 台 頭 は ま さ に こ の よ う な
Pariakapitalismus(賎民資本主義)を 乗 り越 え
た ものであ ってほ しい と思い ます。 この学会が
Pariakapitalismus,お金儲 けさえす れば何 を し
て も構 わない とい う考 え方 を乗 り越 える学会 と
して発展 して くださるこ とを願 って,基 調講演
を終 わ らせ ていただ きます。 どう もあ りが とう
ございました。
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